
中小企業の省エネルギーに関するアンケート調査票 

平成２６年９月 熊本県エネルギー政策課 

 

１ はじめに、貴社についてお伺いします。 

 後日、お問い合わせ等を行う場合がありますので、記入に御協力下さい。 

会社名  

記入担当者  

業種  

従業員数 

（該当するものに○） 

９人以下  １０人～１９人  ２０人～２９人 

３０人～４９人  ５０人～９９人  １００人以上 

電話番号  

メールアドレス  

 

２ 省エネルギーの取組についてお伺いします。 

 

（問１）現在、貴社の省エネの取組を、力を入れておられる順に下記選択肢からお選び下

さい。 

1 位  2位  3 位  4 位  5 位  

 

（問２）今後、力を入れていきたい省エネの取組を、下記選択肢からお選び下さい。 

1 位  2位  3 位  4 位  5 位  

 

【選択肢】 

（節電行動） 

１．消灯の徹底  ２．エアコン温度設定の適正管理  ３．機器の待機電力削減 

４．外気取り入れ量の調整  ５．ブラインド等の積極活用  ６．照度の適正な管理 

７．燃焼装置の空気比を適正管理  ８．管理目標の設定 

（省エネ機器の導入） 

９．高効率な照明の導入（ＬＥＤ等）  10．高効率な空調機器の導入 

11．消費エネルギーの「見える化」設備の導入（スマートメーター等） 

12．照明制御装置の導入（人感センサー等）  13．エコカーの導入 

14．空調機器制御装置の導入（インバーター等） 

15．高効率なエネルギー供給システムの導入（コ・ジェネレーション等） 

16．高効率な熱源機器の導入（高効率ボイラー等）  17．太陽光発電システムの導入 

18．その他（具体的に：                            ） 



（問３）省エネルギーに取り組む理由を重視される順にお選び下さい。 

1 位  2位  3 位  4 位  5 位  

１．経費削減  ２．企業イメージの向上  ３．法令順守  ４．取引先の要請 

５．環境への配慮  ６．従業員のモラル向上   

７．その他（具体的に：                       ） 

 

（問４）省エネルギーの取組でお困りの点はどのようなものですか。困っていらっしゃる

順にお選び下さい。 

1 位  2位  3 位  4 位  5 位  

１．初期の投資費用が大きい  ２．投資費用の回収期間が長い 

３．ビルテナントや賃貸物件のため自社で取り組めない 

４．本業が忙しく取り組む余裕がない  ５．管理できる人材がいない 

６．何をしていいか分からない 

７．その他（具体的に：                           ） 

 

３ 省エネルギー支援制度の活用についてお伺いします。 

 

（問５）どのような支援制度があれば活用してみたいと思いますか。下記の選択肢から活

用してみたいものから順にお選び下さい。 

1 位  2位  3 位  4 位  5 位  

１．補助金・助成金  ２．情報提供（セミナー等）  ３．無料省エネ診断  

４．低利融資  ５．その他（具体的に：                     ） 

 

（問６）本年度、熊本県では省エネルギー設備導入の補助事業（制度の詳細は別添依頼文

書の下に記載しています）を行っています。省エネルギー機器について、下記の選択肢か

ら補助を活用して導入してみたいものから順にお選び下さい。 

1 位  2位  3 位  4 位  5 位  

１．高効率な照明（ＬＥＤ等）  ２．高効率な空調機器  ３．スマートメーター 

４．蓄電池  ５．地中熱利用システム  ６．自家消費用の太陽光発電システム 

７．コージェネレーション（熱源から電力と熱を生産し供給するシステム） 

８．高効率ボイラー（熱効率の高いもの） 

９．その他（具体的に：                            ） 

 

 

 

御協力ありがとうございました 


